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生体機能制御学部門
（大学院　生体機能制御学分野）

教授　本田　一文

【研究概要】
　当教室が掲げる研究のメインテーマは、「①がん２次予防（がん検診）に有用なバイオマーカー開発と
社会実装」、「②がん転移活性を予測し、再発を予防するバイオマーカーの開発」、「③【早期診断バイオ
マーカー検証プラットフォーム（P-EBED）】によるバイオマーカーの迅速検証と実用化支援」、「④末梢
循環腫瘍細胞（CTCs）や循環腫瘍DNA （ctDNA）を用いたがん病態診断マーカーの探索」である。同上
テーマに関して、AMED革新的がん医療実用化研究事業「膵外分泌機能を評価する血液バイオマーカー
を用いた膵がんリスク疾患・ 早期膵がんの診断法の確立（研究代表　本田一文）」に採択され、多施設共
同研究によるがん早期診断バイオマーカー開発を実施中である。特に、当研究室で同定され開発された
早期膵がん血液バイオマーカーであるapolipoprotein A2-isoforms （apoA2-i）の体外診断医薬品（in vitro 
diagnostics, IVD）承認申請に向けて、レギュラトリーサイエンスに従いPMDAと相談を行い、事前に設
定したエンドポイントを達成基準とした臨床性能試験を開始した。さらに、2022年度は次世代がん医療加
速化研究事業「抗体基盤網羅的スクリーニングによる消化器がん早期診断バイオマーカーの開発（研究代
表　本田一文）」に新規採択され、Proximity Extension Assay （PEA） 法を用いて膵がん・大腸がんを診
断する血液バイオマーカーの探索研究を開始した。 

１）膵外分泌機能を評価する血液バイオマーカーを用いた膵がんリスク疾患・ 早期膵がんの診断法の確立
　難治がんの死亡率低減のためには、効果的ながん検診による早期がんの拾い上げが重要となる。中で
も、膵がんは固形がんの中で最も生存率の低い難治がんである。われわれは、血液のプロテオーム解析
から、膵がんや膵がんリスク集団で特異的に変化するapolipoproteinA2二量体のC末端アミノ酸の切断
異常（apolipoprotein A2-isoforms: apoA2-i）を発見し、apoA2-iを血液検体から効率よく検出するため
のELISAキットを東レ（株）と共同開発した。本ELISAキットを用いて膵がん血液検体を計測したと
ころ、既存のバイオマーカーであるCA19-9と比較して、健常者から膵がん患者を効率的に検出できる
ことを明らかにした。さらにapo-A2-iとCA19-9とを組み合わせることで特異度を下げることなく膵がん
を発見する感度を上昇させることを明らかにした。同検査キットをIVDとして薬事承認するために、レ
ギュラトリーサイエンスに従いPMDAと相談を重ね、事前に設定したエンドポイントを達成目標に臨
床性能試験を実施し、事前に定めた主要評価項目を達成したため、膵がん診断を補助する血液腫瘍マー
カーとして厚生労働省に体外診断薬の薬事申請をした。
日本医科大学小杉病院消化器内科二神教授と共同研究で、既存PFD試験に代わる膵外分泌機能を推定
する血液バイオマーカーの臨床開発に着手した。

２）抗体基盤網羅的スクリーニングによる消化器がん早期診断バイオマーカーの開発
　消化器がん診断に資するバイオマーカーの探索と社会実装に向けた概念実装を目的として、抗体と次
世代シーケンサーを組み合わせてタンパク質発現を網羅的に探索するPEA法を用いて、被験者背景を
合致させた膵がん、大腸がん、類縁疾患、健常者血漿中に含まれるサイトカインなどの循環タンパク質
3000抗原の発現プロファイルを取得し、大腸がんまたは膵がんを健常者から効率よく判別する複数の血
液バイオマーカー候補を国際特許出願した。また一部のバイオマーカー候補に関しては、探索研究コホー
トとは別の検証研究用コホートを用いて、その臨床的有用性を検証した。
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３）早期診断バイオマーカー検証プラットフォームによる迅速検証と実用化支援
　バイオマーカー候補が実際の臨床現場でIVDとして利用されるためには、様々なハードルが存在す
る。バイオマーカー候補の感度・特異度等を薬機法に従い客観的に検証し、PMDAからIVD認証を受
けるための臨床性能試験が必須になる。米国では、バイオマーカーの有効性を評価し、IVDの米国食品
医薬品局 （Food and Drug Administration, FDA）承認を支援する組織としてNCI EDRN（NATIONAL 
CANCER INSTITUTE Early Detection Research Network）が存在するが、日本では性能評価を実施
する過程がボトルネックになっている。膵がん早期診断バイオマーカーのIVD承認を目指し、現在臨
床開発を進めているが、検体収集、PMDA相談、臨床統計、レギュラトリーサイエンスなど乗り越え
るべき点は数多い。そこでわれわれは、臨床医、オミクス研究者、レギュラトリーサイエンスの専門
家、臨床統計家がタッグを組み、探索されたバイオマーカーシーズを迅速に検証し社会実装を支援する
プラットフォームをAMEDの支援を受け立ち上げた（Platform of Evaluation for Biomarker of Cancer 
Early Detection, P-EBED）。P-EBEDには、バイオマーカーに造詣の深い臨床医、オミクス研究者、医
薬品規制に詳しいレギュラトリーサイエンスの専門家、臨床統計家が参加し、バイオマーカー探索、検
証研究のための臨床検体の収集、リアルワールドデータを用いたバイオマーカーの概念実証（proof of 
concept, POC）、IVD薬事承認のための臨床性能試験デザイン支援、臨床統計解析支援などを行っている。
現在までに、国立がん研究センター中央病院、東邦大学、日本医科大学付属病院などから同一の標準手
順書で採集された膵がんや大腸がんなどの悪性疾患、類縁疾患の血漿検体が１０００例強、また鹿児島
県、北海道で収集している健診データが付帯した健常者検体を１３８００例保有し、アカデミアや企業
が新規で開発したバイオマーカーのPOC取得やIVDの研究支援を行っている。2021年度からは日本医科
大学付属病院だけでなく、武蔵小杉病院、千葉北総病院も参加し、より多くのがん検体や類縁疾患を集
積中である。これら検体やノウハウを用いて、現在までにIVD研究支援やアカデミアのPOC取得に関す
る共同研究を行っている。

４）他研究機関と共同研究による創薬標的と早期診断バイオマーカーの探索研究（東京大学大学院薬学系
研究科、大阪大学、医薬基盤・健康・栄養研究所、国立がん研究センター、東京大学医科学研究所など）

　東京大学大学院薬学系研究科が開発した１分子酵素活性計測法（single enzyme activity–based 
protein profiling： SEAP）を用いて、大腸がんを診断する血液バイオマーカーの探索研究を行った。血
漿中のneurolysinの活性を検出し、大腸がんの血漿中ではneurolysin活性が、健常者に比較して有意に
上昇していることを明らかにした。1分子neurolysin活性が大腸がん診断のための血液バイオマーカー
の候補の可能性を見出した（引用文献 1）。本研究は東京大学大学院薬学系研究科との共同研究である。
胃がんの分子標的薬として最近承認されたapatinibは、抗血管新生および抗腫瘍特性を有する高選択
的血管内皮増殖因子受容体2 （vascular endothelial growth factor receptor; VEGFR2）阻害剤であるこ
とが知られている。しかしながら、apatinibの多国籍プラセボ対照第III相試験では、ORR（95%信頼
区間;CI）は6.9%（3.8-9.9%）であり、患者選択性が問題となっている。11種類以上の胃がん細胞にお
けるpharmacophosph-proteomeプロファイルと既存データベースデータやタンパク質立体構造データ
を利用して、apatinibが標的とする真の薬理学的作用点を抽出した。Apatinibに最も感受性が高かった
KATOIIIにはVEGFR2の発現を認めず、apatinibによって影響受ける分子としてSNW1を同定した。少
なくともapatinib投与によるKATOIIIの細胞死に関してはVEGFR2とは無関係であり、他の受容体型チ
ロシンキナーゼの発現パターンが関与する可能性を明らかにした（引用文献 2）。本研究は大阪大学数理・
データ科学教育研究センター、医薬基盤・健康・栄養研究所、国立がん研究センター病院、東京大学医
科学研究所病院との共同研究である。

５）卒後教育に関する研究：口腔がんにおけるRIOK2の機能解析と予後予測マーカーとしての有用性
　40症例の口腔がん組織マイクロアレイを対象に、口腔がんの予後予測に有用なマーカーの同定を試
みた。方法として、以前当研究室で開発した、腫瘍内で発現するタンパク質量を定量しながら全生存
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期間や化学療法奏効性との相関を自動判定するインフォマティクス手技（Automated　Quantitative　
Virtual　Immunofluorescence　Pathology：AQVIP） を 用 い た。 そ の 結 果、 腫 瘍 組 織 内 に お け る
RIOK2タンパク質の発現が口腔がんの予後予測に有用であること、さらにその機能として口腔がん細
胞のリボソーム機能・タンパク質合成能力、および細胞増殖能に関わることを明らかとした。本成果は
東京歯科大学大学院生の学位論文として、国際学術誌であるCurrent Oncologyにて発表した（研究業績４）

【今後の課題】
　われわれは「オリジナルな研究を通じて真に医療に還元する」、「臨床現場の課題を抽出して、新しい
基礎研究課題を探索して解決する」をモットーに研究を行ってきている。今まではがんにかかわる探索
研究が多かったが、今後は悪性腫瘍だけでなく、良性疾患に対する創薬標的やバイオマーカー探索にも
挑戦したいと考えている。また、バイオマーカーの社会実装を目指して構築したP-EBEDの利点を最大
限に活用し、アカデミアや企業にある有望なバイオマーカーシーズの迅速な臨床開発に貢献できるよう、
さらなる体制整備に早急に着手する必要があると考えている。日本医科大学から出願した特許を民間企
業にライセンスし、産学連携による社会実装研究に着手したいと考える。当教室では、米国国立がん研
究所（National Cancer Institute NCI）などとも緊密に連携しながら研究を進めてきたが（研究業績 7, 8）、
がん早期診断バイオマーカー探索や臨床開発の国際拠点となれるように、今後も研究を継続したいと考
える。

【さいごに】
　本年度はAMED次世代がん医療加速化研究事業「抗体基盤網羅的スクリーニングによる消化器がん
早期診断バイオマーカーの開発（研究代表　本田一文）」に新規採択され、AMED委託研究がスタート
した。さらに、AMED革新的がん医療実用化研究事業「膵外分泌機能を評価する血液バイオマーカー
を用いた膵がんリスク疾患・早期膵がんの診断法の臨床開発（研究代表　本田一文）」で支援を受け、
東レ（株）とapoA2-iの臨床性能試験を実施、PMDAと事前に定めた主要評価項目を達成したため、膵
がん診断を補助する血液腫瘍マーカーとして厚生労働省に体外診断医薬品の薬事申請をした。本品は、
アカデミアで探索・同定され、厚生労働科学研究費、AMED次世代がん医療創生研究事業、AMED革
新的がん医療実用化研究事業と公的研究費ならびに東レ（株）との共同研究で薬事申請まで実施した産
官学研究のモデルケースとして評価が高い。実際、本研究の発明はアカデミア（特許出願人　国立がん
研究センター　発明者　本田一文他）であり、それを民間企業である東レに実施許諾し、最終製品とし
て臨床性能試験を実施したアカデミア創薬案件である。薬事申請まで実施できたことは、きわめて感慨
深い。今後は薬事申請にとどまらず、厚生労働省からの体外診断薬として薬事承認、健康保険償還、学
会での適正使用指針の確立など、まだまだ超えるべきハードルは高いが、ひとつひとつクリアし、一日
も早く実臨床で利用されることを願ってやまない。昨年より当教室に赴任した吉田准教授、内藤助教と
もに公的研究費を獲得し、独立した研究を実施できていることは非常に喜ばしい。今後のさらなる進展
を期待したい。学会活動としては、本田大学院教授が2022日本プロテオーム学会賞受賞、内藤助教が日
本分子腫瘍マーカー研究会学術奨励賞受賞など、アクティビティーが高い１年であった。

【研究業績】
＜英文論文＞

１．Nagano N, Ichihashi Y, Komatsu T, Matsuzaki H, Hata K, Watanabe T, Misawa Y, Suzuki M, 
Sakamoto S, Kagami Y, Kashiro A, Takeuchi K, Kanemitsu Y, Ochiai H, Watanabe R, Honda K, 
Urano Y.　Development of fluorogenic substrates for colorectal tumor-related neuropeptidases 
for activity-based diagnosis. Chem Sci. 2023 Apr 11;14（17）:4495-4499.doi: 10.1039/d2sc07029d. 
eCollection 2023 May 3. （IF 8.4）

２．Nojima Y, Aoki M, Suyong Re, Hirano H, Abe Y, Narumi R, Muraoka S, Shoji H, Honda K, Tomonaga T, 
Mizuguchi K, Boku N, Adachi J. Integration of pharmacoproteomic and computational approaches 
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reveals the cellular signal transduction pathways affected by apatinib in gastric cancer cell lines 
Comput Struct Biotechnol J. 2023 Mar 15;21:2172-2187. doi: 10.1016/j.csbj.2023.03.006. eCollection 
2023. （IF 6.0）

３．Naito Y and Honda K. Liquid Biopsy for Oral Cancer Diagnosis: Recent Advances and Challenges. J. 
Pers. Med. 2023, 13（2）, 303; https://doi.org/10.3390/jpm130203032022 （IF 3.4）

４．Matsuzaki Y, Naito Y, Miura N, Mori T, Watabe Y, Yoshimoto S, Shibahara T, Takano M, Honda K.　 
RIOK2 Contributes to Cell Growth and Protein Synthesis in Human Oral Squamous Cell Carcinoma. 
Curr Oncol. 2022 Dec 26;30（1）:381-391. doi: 10.3390/curroncol30010031. （IF 2.6）

５．Naito Y, Yoshioka Y, Ochiya T. Intercellular crosstalk between cancer cells and cancer-associated 
fibroblasts via extracellular vesicles Cancer Cell Int. 2022 Nov 24;22（1）:367. doi: 10.1186/s12935-
022-02784-8. https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/36424598/. （IF 5.8）

６．Tozuka T, Noro R, Seike M, Honda K. Benefits from Adjuvant Chemotherapy in Patients with 
Resected Non-Small Cell Lung Cancer: Possibility of Stratification by Gene Amplification of 
ACTN4 According to Evaluation of Metastatic Ability. Cancers 2022, 14（18）, 4363; https://doi.
org/10.3390/cancers14184363. （IF 5.2）

７．Honda K. Introduction to the special issue Collaboration between US and Japan for the Early 
Detection of Cancer Cancer Biomark. 2022 doi: 10.3233/CBM-229003. PMID: 35367959. （IF 3.1）

８．Honda K. Risk stratification of pancreatic cancer by a blood test for apolipoprotein A2-isoforms. 
Cancer Biomark　 Cancer Biomark 2022;33（4）:503-512. doi: 10.3233/CBM-210198. （IF 3.1）

＜当教室に関連する受賞について＞
１）	 本田一文（日本医科大学大学院生体機能制御学分野大学院教授）　
　　2022日本プロテオーム学会賞受賞　2022年8月10日
２）	 内藤寛（日本医科大学先端医学研究所生体機能制御学部門助教）　
　　第42回日本分子腫瘍マーカー研究会学術奨励賞　受賞　2022年9月28日

＜社会連携＞
（１）共同研究

神戸大学、大阪大学、東京大学、熊本大学、慶應義塾大学、国立がん研究センター、医薬基盤・健
康・栄養研究所、米国国立がん研究所、ドイツがん研究センター、東レ（株）、島津製作所（株）、
北海道大学、鹿児島大学、鹿児島市立病院と共同研究を行い、バイオマーカーの探索、臨床開発研
究、社会実装・POC研究、創薬研究を行った。

（２）アウトリーチ活動
ApoA2-iの臨床性能試験を実施し、PMDAと定める主要評価項目を達成したため、膵がん診断補助
する血液腫瘍マーカーとして、厚生労働省に体外診断薬の薬事申請をした。本件に関して、日本医
科大学、AMED、国立がん研究センターの連名でプレスリリースをした。

＜国際特許出願＞
出願人：学校法人日本医科大学
国際出願日：2023年2月17日
発明人：本田一文、加城歩、内藤寛
発明の名称：膵がんの診断補助、膵がん検出用のバイオマーカー、大腸がんの診断補助方法、又は、大腸
がん検出用のバイオマーカー
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集合写真

　早期診断バイオマーカー検証プラットフォームによる迅速検査と社会実装橋渡し
研究を支えるバイオリソース
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研究風景
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先端医学研究所運営会議

１．構成委員
福原茂朋（病態解析学部門責任者・分子生物学部門責任者代行・ゲノム医学部門責任者代行・所長）
岩井佳子（細胞生物学部門責任者）
本田一文（生体機能制御学部門責任者）
山本林（遺伝子制御学部門責任者）

２．事務局（先端医学研究所事務室）
金子勲（事務室長）
岩井透（マネジメントサポート・スタッフ、令和4 年6 月30 日まで）
細谷宏美（主任）
斎藤美枝（主任、令和４年７月１日から）
多湖まなみ（派遣）

３．開催状況
令和４年４月27日（水）午前９時から午前10時32分
令和４年５月25日（水）午前９時から午前10時00分
令和４年６月22日（水）午前９時から午前10時08分
令和４年７月27日（水）午前９時から午前10時05分
令和４年９月27日（火）午前９時から午前９時43分
令和４年10月26日（水）午前９時から午前10時03分
令和４年11月24日（木）午前９時から午前10時30分
令和４年12月28日（水）午前９時から午前９時54分
令和５年１月25日（水）午前９時から午前９時44分
令和５年２月22日（水）午前９時から午前９時32分
令和５年３月22日（水）午前10時から午前10時23分

４．活動状況等
（１）報告事項

１）研究活動のための人的交流状況
①　ポスト・ドクター４名（分子細胞構造学分野３名、細胞生物学分野１名）
②　大学院生　副分野17名（細胞生物学分野２名、遺伝子制御学分野２名、分子細胞構造学分野

10名、生体機能制御学分野３名）
③　学内・外ですでに職にあり、当研究所で研究活動を行っている人1名（細胞生物学分野1名）

２）先端医学研究所セミナー開催について
下記日程で日本医科大学先端医学研究所公開セミナーを実施した。
日時：令和４年９月16日（金）16：00～17：30
場所：日本医科大学 橘桜会館２階　橘桜ホール
講演者：山本　林　大学院教授（遺伝子制御学部門）
演題：液滴を標的としたオートファジー（マクロオートファジー）と
多胞体経路（ミクロオートファジー）

３）令和３年度日本医科大学先端医学研究所「紀要」（第７巻）の発行について
令和３年度日本医科大学先端医学研究所「紀要」を電子書籍（ホームページに掲載）として作成
し発行した。
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４）研究成果の公表について
日本医科大学先端医学研究所ホームページにおいて、研究成果等に関するプレスリリースを行っ
た。

（２）審議事項
１）令和４年度教育研究費、教育研究用機器備品費の予算配分を決定した。
２）令和５年度先端医学研究所事業計画を作成した。
３）基礎医学大学院棟への移転後はじめての先端医学研究所セミナーの開催を検討し、報告事項

（１）―２）のとおり、公開セミナーを開催した。
４）令和４年度の日本医科大学先端医学研究所「紀要」に係る取り扱い部門は、病態解析学部門とな

ることが了承された。尚、令和4年度の紀要に関しても、電子媒体のみの作成とすることが了承
された。

（３）人事：下記の人事が承認された。
１）新任

①　令和４年４月１日付　加城歩　テクニカルサポート・スタッフ（生体機能制御学部門）
②　令和４年４月１日付　上村立記　ポスト・ドクター（病態解析学部門）
③　令和４年４月１日付　羽田優花　ポスト・ドクター（病態解析学部門）
④　令和４年４月１日付　鈴木仁美　ポスト・ドクター（病態解析学部門）
⑤　令和４年６月１日付　髙野晴子　助教（病態解析学部門）
⑥　令和４年６月１日付　鈴木奈美　プロジェクト補助員（生体機能制御学部門）
⑦　令和４年７月１日付　山本林　大学院教授（遺伝子制御学部門）
⑧　令和４年７月１日付　矢部力朗　助教（細胞生物学部門）
⑨　令和４年９月１日付　朝妻知子　助教（細胞生物学部門）
⑩　令和４年10月１日付　大和田竜司　ポスト・ドクター（細胞生物学部門）

２）昇任
①　令和４年10月１日付　髙野晴子　講師（病態解析学部門）
②　令和４年10月１日付　矢部力朗　講師（細胞生物学部門）

３）退職
①　令和５年１月31日付　上原郁野　助教（ゲノム医学部門）
②　令和５年３月31日付　上村立記　ポスト・ドクター（病態解析学部門）（日本学術振興会特
　　　　　　　　　　　　　　　　　別研究員PDに採用のため）

４）異動
①　令和４年７月１日付　岩井透　（マネジメントサポート・スタッフ）先端医学研究所事務室
　　　　　　　　　　　　　　　　　からアドミッションセンターへ配置換
②　令和４年７月１日付　斎藤美枝　（主任）アドミッションセンターから
　　　　　　　　　　　　　　　　　先端医学研究所事務室へ配置換
③　令和４年10月１日付　上原郁野　（助教）遺伝子制御学部門からゲノム医学部門へ配置換

（４）自己評価
　武蔵小杉キャンパスから千駄木地区への先端医学研究所の全部門の移転が終了して2年が過ぎ、
基礎医学大学院棟における研究活動を軌道に乗せることができた。2022年６月には、遺伝子制御学
部門の部門長として、山本林大学院教授が就任し、研究所の新たな体制をスタートさせることがで
きた。各研究部門における研究活動も活発に行われ、着実に研究プロジェクトを進展させることが
できた。それにより、本研究所から多くの研究成果を学術論文や特許出願、プレスリリースなどを
通して、社会に発信することができた。また、本研究所の千駄木地区への移転に伴って、臨床医学
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分野、基礎医学分野との交流が進み、学内共同研究を強化させることができた。さらに、本研究所
に所属する研究者が、文科省科学研究費補助金や日本医療研究開発機構・科学技術振興機構の事
業、研究財団の研究助成金に積極的に応募し、多くの競争的資金を獲得することができた。以上の
ことから、2022年度は、先端医学研究所における研究活動に関して、一定の成果を上げることがで
きたと評価している。
　教育に関しては、医学部3年生の研究配属において、各研究部門が学生を受け入れ、研究指導を
行い、研究の面白さや醍醐味を伝えることができた。また、各研究部門が副分野として大学院生に
研究指導を行い、医学研究者の育成に貢献することができた。
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令和４年度（2022年度） 競争的研究資金獲得状況

【病態解析学部門】
（１）科学研究費補助金 基盤研究（B）

「血管透過性のダイナミクスを司る低分子量Gタンパク質Rap1の分子的基盤の解明」
研究代表者　福原　茂朋

（２）科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）
「生体イメージングで明らかとなった血管新生の新たな制御機構とその生理的意義の解明」

研究代表者　福原　茂朋
（３）科学研究費補助金 基盤研究（C）

「うつ病モデルマウスの脳由来エクソソームを用いた血液バイオマーカーの探索」
研究代表者　松野　仁美

（４）科学研究費補助金 基盤研究（C）
「内腔圧が血管新生を制御する機構とその生理的意義の解明」

研究代表者　弓削　進弥
（５）科学研究費補助金 若手研究

「生理的および病的な血管新生におけるペリサイトの機能とその制御機構の解明」
研究代表者　石井　智裕

（６）科学研究費補助金 研究活動スタート支援
「個体の成長に伴う血管の形成メカニズムの解明」

研究代表者　羽田　優花
（７）上原記念生命科学財団2022年度研究助成金（基礎医学）

「血管新生における内腔圧の機能とその破綻による疾患」
研究代表者　福原　茂朋

（８）第一三共生命科学研究振興財団平成2022年度（第40回）研究助成
「血管新生における内腔圧の新たな機能とその破綻がもたらす疾患の病態解明および治療法開発」

研究代表者　福原　茂朋
（９）科学研究費補助金 若手研究

「脳梗塞時のペリサイト選択的K-ATPチャネルの役割の解明」
研究代表者　安藤　康史

（10）令和４年度愛媛大学プロテオサイエンスセンター共同研究
「血管新生を制御するCUL3型E3ユビキチンリガーゼ複合体の役割解明」

研究代表者　福原　茂朋
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【細胞生物学部門】
（１）日本学術振興会化学研究費補助金　基盤研究（C）

 「パイエル板Tfhによる抗体産生制御：対立遺伝子排除の破綻とアレルギーの抑制」
　 　 研究代表者　橋口　昌章

（２）日本学術振興会化学研究費補助金　基盤研究（C）
「T細胞疲弊に関する免疫機能診断法の構築と病態解明」

      研究代表者　岩井　佳子
（３）日本学術振興会化学研究費補助金　基盤研究（B）

「Bリンパ球を用いたレクチンを起点とする細胞表面分子ネットワークの機能解明」
      研究代表者　鍔田　武志　分担研究者　岩井　佳子

（４）日本学術振興会化学研究費補助金　基盤研究（C）
「CNSループス病態における免疫細胞の遊走制御機構の解明」

      研究代表者　宮部　斉重　分担研究者　岩井　佳子
（５）学内共同プロジェクト発掘特別研究経費

「腫瘍微小環境におけるT細胞―マクロファージ間のクロストーク」
 　　研究代表者　岩井　佳子

（６）シスメックス株式会社　共同研究費（2022年度）
「結合型可溶性PD-L1（bsPD-L1）自動化測定系の構築検討」

研究代表者　岩井　佳子

【遺伝子制御学部門】
（１）日本学術振興会科学研究費補助金 学術変革領域研究（A）計画班

「クロススケール細胞内分子構造動態解析が解明する選択的オートファジー始動メカニズム」
研究代表者　山本　林

（２）日本学術振興会科学研究費補助金 学術変革領域研究（A）総括班
「総括班：クロススケール新生物学」

研究分担者　山本　林
（３）国立研究開発法人科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業（ERATO）

「水島細胞内分解ダイナミクスプロジェクト」
研究分担者・グループリーダー　山本　林

（４）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
「分子標的薬耐性肺がんにおける薬剤耐性獲得機構の解明と代謝制御を利用した治療法開発」

研究代表者　中嶋　亘
（５）国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

　　　　創薬総合支援事業（創薬ブースター）標的検証・後期ステージ
「癌幹細胞の維持に関わる転写制御因子GLI1の新しい制御機構を標的とした阻害剤の探索」

研究代表者　阿部　芳憲
（６）東京大学医科学研究所国際共同利用・共同研究拠点事業

「アルギニンメチル基転移酵素 PRMT5 による膵臓癌発症を制御する分子機構の解明」
研究代表者　阿部　芳憲

（７）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
「PRMT5による新たな膵臓癌の癌幹細胞維持機構の解明と治療法開発への展開」

研究代表者　阿部　芳憲
（８）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）

「PRMT5による新たなケロイド幹細胞制御機構の解明と新治療薬開発への挑戦」
研究分担者　阿部　芳憲
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（９）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
「抗寄生虫薬Ivermectinによるがん幹細胞を標的とした腫瘍抑制機構の解析」

研究代表者　上原　郁野

【生体機能御学部門】
（１）AMED次世代がん医療加速化研究事業　

「抗体基盤網羅的スクリーニングによる消化器がん早期診断バイオマーカーの開発」
研究代表者　本田　一文

（２）AMED革新的がん医療実用化研究事業
「膵外分泌機能を評価する血液バイオマーカーを用いた膵がんリスク疾患・早期膵がんの診断法の
臨床開発」

研究代表者　本田　一文
（３）AMED次世代がん医療加速化研究事業

「転移前微⼩環境形成を標的とした新規多価型ペプチドがん治療薬の開発」
研究代表者　丸　義朗　研究分担者　本田　一文

（４）AMED革新的先端研究開発支援事業
「Proteoform レベルの酵素機能網羅的解析に基づく疾患診断技術の開発」

研究代表者　小松　徹　研究分担者　本田　一文
（５）日本学術振興会科学研究費助成事業　基盤研究（B）

「In situ多層オミクスとリアルワールドデータ活用による口腔がん分子標的探索」
研究代表者　本田　一文

（６）日本学術振興会科学研究費助成事業　基盤研究（B）
「口腔癌遠隔転移に関与する循環腫瘍細胞および循環腫瘍DNAの多施設共同研究」

研究代表者　柳本　惣市　研究分担者　本田　一文
（７）日本学術振興会科学研究費助成事業　挑戦的研究（萌芽）

「口腔がんリキッドバイオプシーサンプルからの1細胞・1分子酵素活性分析法の開発」
研究代表者　本田　一文

（８）日本学術振興会科学研究費助成事業　基盤研究（C）
「リン酸化プロテオゲノミクス解析を用いたBRAF変異陽性大腸癌治療抵抗性の解明」

研究代表者　庄司　広和　研究分担者：本田　一文
（９）高松宮妃癌研究助成金（本田一文）　
（10）共同研究費　東レ株式会社
（11）共同研究費　株式会社島津製作所
（12）日本学術振興会科学研究費助成事業　若手研究

「癌微小環境内の細胞プロファイルを反映する新規バイオマーカーの探索」
研究代表者　内藤　寛

（13）AMED革新的先端研究開発支援事業
　　　ソロタイプ「健康・医療の向上に向けた早期ライフステージにおける生命現象の解明」研究開発領域

「環境要因によって誘導される疾患表現型の多様性の解析」
研究代表者　吉田　圭介
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先端医学研究所・教職員，研究者等氏名
令和５年３月31日現在

Ⅰ．病態解析学部門
部門責任者・大学院教授	 福原　茂朋
講師	 髙野　晴子
助教	 弓削　進弥
助教	 石井　智裕
テクニカルサポート・スタッフ	 一宮　治美
アシスタントサポート・スタッフ	 中村　エリ
秘書兼技術スタッフ	 加藤久充子
技術スタッフ	 松下由起子
ポスト・ドクター	 上村　立記
ポスト・ドクター	 羽田　優花
ポスト・ドクター	 鈴木　仁美
博士研究員	 友利　裕二
大学院生	 二島　俊一
大学院生	 網谷　亮輔
大学院生	 LongNguyen

Ⅱ．細胞生物学部門
部門責任者・大学院教授	 岩井　佳子
准教授	 橋口　昌章
助教	 矢部　力朗
助教	 朝妻　知子
マネジメントサポート・スタッフ	 西槇貴代美
アシスタントサポート・スタッフ	 黒田　聖子
ポスト・ドクター	 大和田竜司
非常勤講師	 宮部　斉重
非常勤技術員	 安達　彰子
大学院生	 安藤　文彦
大学院生	 髙野竜太朗

Ⅲ．遺伝子制御学部門
部門責任者・大学院教授	 山本　　林
講師	 中嶋　　亘
助教	 阿部　芳憲
テクニカル・スタッフ	 浅野　由ミ
テクニカル・スタッフ	 梶田　満子
技術スタッフ	 山﨑　諒宏
技術スタッフ	 白川　麻耶
研究従事者	 土佐眞美子
研究従事者	 阪口　正洋
国内留学生	 来　　澤峰
国内留学生	 向　　朝陽
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Ⅳ．生体機能制御学部門
部門責任者・大学院教授	 本田　一文
准教授	 吉田　圭介
助教	 三浦　奈美
助教	 内藤　　寛
テクニカルサポート・スタッフ	 加城　　歩
アシスタントサポート・スタッフ	 武内　恵子
プロジェクト補助員	 鈴木　奈美
知的財産プロデューサー	 佐藤　　浩
国内留学生	 豊田　智章
非常勤講師	 長島　健悟
非常勤講師	 小西　　宏
非常勤講師	 庄司　広和
非常勤講師	 竹下　文隆

Ⅴ．分子生物学部門
部門責任者代行	 福原　茂朋

Ⅵ．ゲノム医学部門
部門責任者代行	 福原　茂朋

Ⅶ．事務室
事務室長	 金子　　勲
主任	 細谷　宏美
主任	 斎藤　美枝
派遣	 多湖まなみ
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